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４月 お花見 ゆりかご荘にて



感染予防委員会
毎月１回開催し、入居者・職員の感染予防対策に取り組んでいます。
令和３年度は引き続き、新型コロナウイルスの感染防止対策に取り組んできましたが、
令和４年２月施設においてクラスター発生という事態になりました。
県庁、北広島町保健課、保健所と連携し、居住場所のゾーン分け、感染者専属職員の配
置など懸命な対応にあたりました。
８月１０日施設内にて入居者の結核検診を行いました。

身体拘束適正化・虐待防止委員会
原則毎月1回行っています。勉強会・研修に関しては令和２年度に続きコロナ禍の影響に
より外部の配信型ＷＥＢ研修に参加しました。身体拘束に係る事例はありませんでしたが、
潜在的な不適切なケアについても積極的に事例を挙げ、身体拘束等の虐待まで至らぬよ
う防止策を検討しています。

事故防止委員会
毎月１回行い、ヒヤリハット報告・事故報告書の内容確認や、対策の再検討、環境整備
をしています。令和３年度は特養において、チェック表を用いたセンサーコールスイッチの
入れ忘れ防止策を整備しました。これによりヒューマンエラーによるベッドからの転落や転
倒事故をなくす狙いでしたが、年間通して関連する事故0件という実績が得られました。入
居者の「生活」と両立した安全確保・環境整備に努めます。

褥瘡予防・排泄委員会
毎月１回委員会を開催し、褥瘡発生予防と早期対応の為、常時褥瘡の発生状況を把握
し、職員へ情報共有しケアの統一を図っています。
排泄ケアでは、物品の管理や随時選定を行なっています。令和３年度は、紙オムツや尿
パッドの研修会を行ったり、移乗サポートロボットをレンタルし、できるだけトイレで排泄で
きるよう、入居者の状態にあった排泄ケアに取り組みました。

医療行為委員会
年間を通してヒヤリハットや事故なく吸引を実施しました。
今年度は喀痰吸引研修を修了された介護職員２名の実地研修を行い、県より認定証を送
付していただきました。引き続き介護職員の喀痰吸引研修の計画を立て実施していきたい
と思います。

委員会報告 （令和３年度）

看取り委員会
新型コロナウイルス感染拡大の懸念がある中、R3年4月から多床棟５名、ユニット２名
の看取り介護を行いました。多くの方が家族付き添いのもとで看取りが出来ました。
今後も入居者さんにとって良い最期が迎えられるように本人の意向を尊重し家族やスタッ
フ関係者が思いを一つに「生きる」をしっかり支えながら看取り介護に努めていきます。



善意をありがとうございました。

ご寄付・ご寄贈

ご来荘・ご奉仕（ボランティア）

・安川昭弘様 （北広島町長笹） ・角山敏子様（北広島町中原）
・善浄寺仏婦様（北広島町吉木） ・森脇博幸様（北広島町戸谷）
・教善寺仏婦様（北広島町長笹） ・教善寺様（北広島町長笹）
・藤井敦則様 （安佐北区三入） ・山県中組仏教婦人会様（北広島町）

山県中組仏教婦人会様
（ 3月18日）

【苦情解決委員会】
苦情解決に向け、事例検討の開催等実施しています。
【安全衛生委員会】
毎月１回開催し、入居者の生活環境、就業規則に基づく職員の職場環境について、安
全衛生管理の円滑な推進を図っています。
６月梅雨に入り加湿を中止、１１月乾燥注意報にて加湿を開始しました。
７月全職員の健康診断、１１月全職員のストレスチェック、３月夜勤職員の健康診断を実
施し、産業医・労働基準監督署へ報告しました。
【給食委員会】
入所者に楽しく、おいしく、安全に食べてもらうために病態や嚥下状態にあった食事の検
討と、嗜好に沿える食事提供など様々な食環境の向上を目指し毎月開催しています。
【水分補給委員会】
脱水症予防を目的とした効果的な水分摂取を目指し、季節等の環境調整や、ゼリーなど
嚥下状態にあった水分補給ができるよう職員間で意識統一を目的とし毎月開催していま
す。
【研修委員会・人材対策委員会】
昨年同様、新型コロナウイルス感染症流行により、WEB研修動画配信等で職員研修を
実施しました。なかなか一同に介しての研修が難しい状況ではありますが、今年度は階層
別に研修を実施し、統一したケアの実現、事業所内での職員の育成に努めていきたいと
考えています。
【行事検討・レク委員会】
R3年度も新型コロナウィルスの影響はありましたが、9月～10月にかけて感染状況が落
ち着いている頃、全入居者とはいかないものの希望者を大和ミュージアムへお連れしまし
た。また、地元地域の秋祭りへ行きたいとの要望もあり、対応しました。コロナ禍ではあり
ますが、日々入居者の希望に耳を傾け、できる限りのことは叶えて差し上げたいという思
いで活動しています。



1月６日

書き初め 1月４日

8月24日～27日

福笑い

新年互礼会 1月７日

思い出のアルバム



人権の花（豊平小学校の皆さん）

２月３日節 分

３月2２日

２月９日

追弔法要（香源寺様）



１月生れ
奥川 久子さん(93歳) 香口アヤ子さん(89歳) 空田トシヱさん(92歳)
中西 美雪さん(97歳) 林 恭吾さん(92歳) 藤川ハツヱさん(99歳)
眞倉ヤヨイさん(88歳) 森 豊見さん(96歳) 岡崎ツキエさん(93歳）
下森美智子さん(91歳) 綿木 實子さん(92歳) 上廣 英雄さん(88歳)

0 0 0

3 1 2

10 5 5

4 0 4

3 2 1

20名 8名 12名

要介護１

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護度 男性総数 女性

ゆりかご荘（多床棟） ゆりかご荘（ユニット）

◆地域別入所者

北広島町 ４９名

安芸区 １名

◆平均介護度 ３.９

◆平均年齢

全体 ８９.５歳 全体９４.１歳

◆平均介護度

◆平均年齢

令和４年 ５月１日 現在

ご利用者状況

２月生れ
伊藤 宗和さん(95歳) 勘坂 照子さん(76歳) 迫田ミヤコさん(96歳)
藤本サヅミさん(96歳) 宮内紀世子さん(78歳) 米升 綠子さん(94歳)
安達 充 さん(85歳) 三上サヨコさん(86歳)

３月生れ
上野チスエさん(99歳) 沖野 富子さん(99歳) 坂本八重子さん(88歳)
田坂 治子さん(90歳) 寅本 末子さん(98歳) 花木 敬子さん(81歳)
藤井 君江さん(86歳) 松田 清美さん(73歳) 松野 勝子さん(86歳)
山崎ヤスエさん(97歳) 山田 君子さん(89歳) 山本美智江さん(94歳)
岩本美智子さん(87歳) 落合 貞子さん(95歳) 國本 義人さん(98歳）
新宅 カネさん(100歳) 中村里枝子さん(90歳) 堀田 光信さん(71歳)

0 0 0

0 0 0

19 3 16

20 3 17

11 1 10

50名 7名 43名

要介護度 総数 男性 女性

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

※ケアハウス・清楽荘を含む

５月 ・ お寿司の日
・ 誕生者お祝い

６月 ・ お寿司の日
・ 誕生者お祝い

７月 ・ お寿司の日
・ 誕生者お祝い

※新型コロナ感染症の関係で行事を
変更することがあります。

行
事

予
定

法話会

ガンバルンボール

風船バレー

体重測定
おやつの日

３.４度

◆地域密着型

２０名



ケアハウスでの色々な出来事・情報をお届けします！

ケアハウスコーナー
２月３日 節分鬼退治 鬼は外！

福は内！

４月４日・５日 花見 ２日間、午前・午後に分けて少人数で
可部運動公園へ行きました。
両日とも天候に恵まれ、久しぶりの外
出を楽しまれました。

やっぱり
外はええのぉ 初めて

来たよ

べっぴんに
写してぇよ

美男美女！？

美人勢ぞろい

綺麗なねぇ
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第
３
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３
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３
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15
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り
か
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荘
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開
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れ
要
点
は
次
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と
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り
で
す
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１

令
和
３
年
度
資
金
収
支
補
正
予
算
（ゆ
り
か
ご
荘
第

１
号
）に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３

令
和
４
年
度
収
支
予
算
（ゆ
り
か
ご
荘
）に
つ
い
て
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

４

令
和
４
年
度
収
支
予
算
（や
す
ら
ぎ
）に
つ
い
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

５

評
議
員
会
の
招
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に
つ
い
て
が
承
認
さ
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ま
し
た
。
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和
３
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度
第
２
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議
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会
報
告
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回
評
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計
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に
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令
和
４
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収
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予
算
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り
か
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荘
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い
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が
承
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さ
れ
ま
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た
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令
和
４
年
度
収
支
予
算
（や
す
ら
ぎ
）に
つ
い
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

春
を
迎
え
、
ゆ
り
か
ご
荘
に
も
桜
が
咲
き
ま

し
た
。
外
出
が
難
し
い
の
で
、
少
し
で
も
季
節

を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、
暖
か
い
風
に
当
た
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
、
桜
の
下
で
食
事
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
収
ま
る
気
配
が
全
く
見
通
せ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
と
の
面
会
が
な
か
な
か
実
現
で

き
な
い
こ
と
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
終
え
ま
し
た
。

街
で
は
人
の
移
動
も
緩
和
さ
れ
、
カ
ー
プ
観
戦

も
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
リ
ス
ク
の

高
い
高
齢
者
に
は
叶
わ
な
い
こ
と
で
す
が
、
施

設
の
中
で
少
し
で
も
楽
し
ん
で
生
活
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

後
と
も
、
ゆ
り
か
ご
荘
及
び
関
連
事
業
の

運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
事
異
動

▼
退
職
（
３
月
31
日
付
）

多
床
棟
介
護
職
員

新
井
富
士
枝

多
床
棟
介
護
職
員

津

伸
子

多
床
棟
介
護
職
員

植
木

清
文

ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員

杉
本
寿
恵
美

デ
イ
看
護
職
員

大
倉

要

▼
採
用
（
４
月
１
日
付
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
介
護
支
援
専
門
員

山
口

千
枝

▼
新
規
雇
用

（
４
月
１
日
付
）
（
契
約
）

デ
イ
運
転
手
兼
介
護
職
員

花
木

敏
彦

（
４
月
16
日
付
）

デ
イ
介
護
職
員
（
契
約
）

伊
井

典
子

（
４
月
18
日
付
）

多
床
棟
用
務
員
（
契
約
）

西
村
亜
矢
子

▼
再
雇
用
（
４
月
１
日
付
）

多
床
棟
介
護
職
員
（
契
約
）

新
井
富
士
枝

ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員
（
契
約
）

杉
本
寿
恵
美

デ
イ
看
護
職
員
（
契
約
）

大
倉

要

▼
昇
進
（
４
月
１
日
付
）

看
護
主
任

河
野

弘
美

ユ
ニ
ッ
ト
介
護
主
任

野
見
山

渉

ユ
ニ
ッ
ト
介
護
副
主
任

栗
栖
奈
都
美

デ
イ
副
主
任
生
活
相
談
員
兼
介
護
職
員

栗
栖

宏
幸

▼
配
置
換
え
（
４
月
１
日
付
）

デ
イ
介
護
職
員
兼
生
活
相
談
員郷

田
ひ
と
み

多
床
棟
介
護
職
員

境

真
秀

多
床
棟
介
護
職
員

栗
栖

和
枝


